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　　　　　　　　　　第１回　日・タイ定期医学交流in岡山
　　　　　　　　　　　　アジア多国籍医師団構想の医原文化共有へ

主要トピック

アジア多国籍医師団準備委員会報告（1）
　　　　ミャンマー難民医療緊急救援プロジェクト（菅波茂先生）

国際医療情報センター便り（小林米幸先生/香取美恵予氏〉

ＡＭＤＡカンボジアプロジェクトに関する提言書（桑山紀彦先生）

ロンドン便り（高橋央先生）
会員紹介（桑山紀彦先生）

東北タイ農村開発プロジェクト（津曲兼司先生）
平成４年度春期執行部報告（津曲兼司先生）

Reserch＆Education（国井修先生）
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　　　　　　　　　　ご案内

（理念）Better Medicine for Better Future in Asia

（沿革）1979年タイ国にあるカオイダンのカンボジア難民キャンプにかけつ

　　　　けた1名の医師と2名の医学生の活動から始まっています。

（現状）アジアの参加国は13力国。会員数は日本が200名でアジア各国の総数

　　　乎匈名4orジア各地で種々のプロジェクト、フォーラム等を実施中。

（本部）岡山市楢津310-1菅波内科医院（電）0862-84-7676（Fax）0862-84-4576

（参加希望者は本部までご連絡ください）

（国内）

在日外国人医療プロジェクト
　1991年4月17日にＡＭＤＡ国際医療情報センターを設立。在日外国人をはじ

めとする関係者からの医療に関する電話相談、受け入れ医療機関の紹介、シ
ンポジウム、セミナーの開催などを行なっています。
　国際医療情報センター：東京都世田谷区新町2-7-1横尾ビル201

　　　　　　　（電）03-3706-4243、7574（Fax）03-3706-4420
　（海外）

　ミャンマー難民医療緊急救援プロジェクト

　1992年3月よりバングラデッシュに流入しているミャンマー難民にAMDA-

Bangradeshの指導下にAMDA-JapanとAMDA-Nepalの､3力国が国際合同緊急救
援活動を実施。

ピナツボ火山噴火被災民救援プロジェクト
　　1991年11月よりフィリピン支部のルソン島ピナツボ火山噴火被災民キャ　ン
プ医療活動へ医薬品援助と共に医師およびヘルスワーカーを派遣。
ネパール王国ビヌス村地域医療プロジェクト

　　1991年7月からネパール支部のビヌス村農村の地域医療推進活動へ医療用
ジープ寄贈とともに医師等を派遣。ＡＭＤＡネパールクリニック開設。
インド連邦カルナタカ州無医地区巡回診療プロジェクト

　　1988年9月よりインド支部のカルナタカ州でアユルベーダ医学を用いた農
村無料巡回診療を支援。

タイ国バンコック病院プロジェクト
　　タイ支部の救急医療、産業医学、環境医学を主体にした病院設立を支援。
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　1993年5月に創設／展開予定。アジアの自然災害や難民等の緊急時に瞬敏に
対応できる全支部（13力国）から構成されるアジア多国籍医師団設立予定。
その他：伝統医学／産業医学のフォーラムや国際交流プログラム実施。
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（ＡＭＤＡ日本支部）
　701-12岡山市根津310-1菅波内科医院内　アジア医師連絡協議会

　　（Tel）0862-84-7676（Fax）0862-84-7645
　役員
　　　　代表　　　菅波茂（菅波内科医院）
　　　　副代表　　小林米幸（小林国際クリニック）

　　　　　　　　　国井修（国保栗山診療所）
　　　　事務局長　山本秀樹（岡山大学公衆衛生教室）
　　　　広報部長　田中政宏（菅波内科医院）

　　　　プロジェクト委員長　中西泉（町谷原病院）

（ＡＭＤＡ国際医療情報センター）

　154東京都世田谷区新町2ｺﾞﾌｰ1横尾ビル201

　　　（Tel）03-3706-4243､7574（Fax）03-3706-4420

　役員

　　　　所長　　　小林米幸（小林国際クリニック）

　　　　副所長　　中西泉（町谷原病院）

　　　　事務局　　香取美恵子（専任）
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日本、韓国、台湾、香港、フィリピン、インドネシア、タイ、

マレーシア、シンガポール、インド、バングラデッシュ、

ネパール、スリランカ

パキスタン（近日中参加予定）

､●22.●吻●●｡中●4●●i¢･･●●｡●●　　●噛●廳圖圖

郵便振替用紙にて所定の年会費を納入してください。入会金はありません。

　　　　正会員１００００円（医師に限る）

　　　　準会員５０００円（医師以外の社会人の方）

　　　　学生会員３０００円（学生に限ります）

ただし、会計年度は４月一翌年３月です。入会の月より会報を送付致します。

振替先：郵便振替口座「アジア医師連絡協議会：岡山5-40709」

なお、会費と共にＡＭＤＡプロジェクトのためにカンパをお寄せになる方は振

替用紙の通信欄に「０００プロジェクトのために」などとご記入ください。

郵便貯金口座（ボランティア貯金口座も含む）からのＡＭＤＡ年会費」自動引

き落とし制度も開始となりました。くわしくは岡山事務局までお問い合わせ

ください。申込書を送ります

２



　　　　　　　　　　　　　代表　菅波茂

　手回し午のアジア多国籍医師団発足に向けてモデルプロジェクトを実施す

玉レェ上二⑤っました。AMDA-Bangladeshのりーダーシップのもとに、

△ゾ二八八回y寸ＡＭＤＡ-Ｎｅｐａｌの３力国が共同で、バングラデッシュで大きな問

匹二言ﾆjでさているミャンマー難民の医療緊急救援活動を開始いたします。

千句希望者の方は本部事務局津曲兼司医師までご連絡ください。

ｆ日限白

パンダラデッシュ医師、ネパール人医師と日本人医師の３力国の医師団によ
る、ｉングラデッシュに流入しているミャンマー難民に対する国際緊急医豪

壮頂活動の実施。また、本プロジェクトをアジア医師連絡協議会各国支部に
よる緊急救援活動を展開する「アジア多国籍医師団」構想のパイロットプロ
ジェクトとする。

　（責任者）

AMDA｡Bangladesh

AMDA-Japan

ＡＭＤＡ-Ｎｅｐａｌ

　（担当者）

AMDA-Bangladesh

AMDA-Japan

Dr,Nayeem S,A.(AMDA-Bangladesh代表／東京大学医学
部第二外科留学中)

菅波茂医師(ＡＭＤＡ代表／医療法人アスカ会理事長)
701.12岡山市楢津310-1

(Tel)0862-84-7676,(Fax)0862-84-7645
Dr.Rameshwar PrasadPokharel(神戸大学医学部小児科
留学中)

Dr.K,M.Ajamil(東京大学医学部第一内科留学中：バン

グラデッシュのチッタゴン出身)

津曲兼司医師(医療法人アスカ会菅波内科医院副院長)

701-12岡山市楢津310-1　菅波内科医院

(Tel)0862-84-7676,(Fax)0862-84-7645
　(東京連絡事務所)

小林米幸医師(AMDA-Japan副代表／小林国際クリニック院長)

　　　　　　　　　　２４２神奈川県大和市西鶴間3-5-6-110

　　　　　　　　　　　(Tel)0462-63-1380,(Fax)0462-63-09 19
　(チッタゴン連絡事務所)

Mr,S.A,Razzak(Regional Co-ordinator of AMDA-Bangladesh for this Project)

　　　　　　　　　　　c/o Dr.K.rvl.Ajamil

　　　　　　　　　　　3,Brickfield Road, Patharghata,Chittagong 4000,Bangladesh

　　　　　　　　　　　(Tel)88-031-222453,(Fax)88-031-225539
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　（第一次先発隊）

Dr.K.M.Ajamil東京大学医学部第一内科留学中）

　（第一次医療隊）

Dr.Nayeem S.A.（東京大学医学部第二外科留学中）

津曲兼司医師（医療法人アスカ会菅波内科医院副院長）

野田信一郎医師（高知医科大学卒業）

　（第二次医療隊）編成待機中

　（活動内容）

　１）現地予備調査（第一先発隊）

　２）移動医療キャンプ（２回／週）の実施と支援（第一次医原隊以後）

　AMDA-Bangladeshの現地医師団による医療キャンプをAMDA-JapanとＡＭＤＡ

　-Ｎｅｐａ１が支援する。医療キャンプでは緊急医療（Emergency）、予防接種（lmmun

　ization）､健康教育（HealthEducation）を実施予定です。
　（日程）

　平成４年３月２７日にDr.K.M.A.Jamilが成田からダッカ経由チッタゴン入る

予定。平成４年４月１０日にDr.Nayeem S.A.津曲兼司医師／野田信一郎医師

が成田からダッカ経由チッタゴン入る予定。

　　第一次医療隊は１－２週間現地活動、その後第二次医療隊派遣予定。
゛‘゛^’゛‾゛”…………………圖噛－－………||’廼斐
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　　１）郵便振替口座番号：岡山5-44380　加入者名：ＡＭＤＡミャンマー難民

　　　　　（加入者負担）

　　２）銀行口座：中国銀行一宮支店（普）1206026 : AMDAミャンマー難民
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ﾊＭＤＡ国際医療情報センター便り

　　　154東京都世田谷区新町２－７－１　横尾ビル201

　　　�03(3706)4243,03(3706)7574,FAX.03(3706)4420

センター電話相談（１９９１年４ﾉ可１７日開設～１９９２年２月末迄）

１．外国人からの相談件数

　　　　　碩～12月　　11　　　2月　　　　　計

　　件数　　８１４　　　９２　　　１０３　　１００９
２．外国人相談者国籍別統計

アメリカ

中国

フィリビン

カナダ

パキスタン

バンダうデシュブうジル

ペルー

オーストラリア

イギリス

スリランカ

日本

台湾　　16　韓国

３．地域別内訳

　　アジア

　　欧米

　　南米

　　オセアニア

３

４

261

７
０
３
９
８
０

１
６
５
３
３
ｎ
ｊ

ｌ

７
４
ハ
Ｄ
Ｑ
）

Ｑ
Ｕ
ｎ
ａ
９
む
ｎ
乙

14

93（38.9Z）

01（39.7Z）

94（9.3X）

41（4.1Z）

４．外国人相談者居住地域

　　東京

　　神奈川

　　埼玉

　　千葉

５．相談内容
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１２６　　７２７（８１Ｚ）

　８６

　４８」

(1)言葉の分かる医師の紹介

(3)金銭問題

(5)その他

アフリカ

旧東欧

不明

合計

　　32（3.2Z）

　　　4（0.4X）

　　44（4.4Z）

1009（100Z）

他県　１０１

不明　　９３

合計１００９

743（73.6Z）

70（6.9Z）

59（5.9X）

(10Z)

(9Z)

(2)医療制度

(4)トラブル相談

99（9.8Z）

38（3.8Z）

センター薗跨

１．３月半ばに待望のコンピューターが届くことになりました。正確な情報を素早く提供で
　きるようになります。

２．２月２９日（土）センター定例会。

　☆セミナー

　　東京大学医科学研究所　感染免疫内科の大昔克知先生による熱帯医学のセミナーがあ

　　りました。休暇前になると渡航のための予防接種の問い合わせが増えるため，大変勉
　　強になりました。

　☆来年度の運営資金調達のため，新聞，雑誌に掲載されたセンターの記事などを載せた

　　協力要請のパンフレットを作成することになりました。製薬会社をはじめ，いろいろ

　　な企業に送付，または直接訪問して協力を求めてゆく方針です。

　☆医療保険をもっていない外国人患者を受け入れてくれる医療機関が滅ってゆくのでは

　　ないかという不安があります。３月２１日（土）の外国人患者を受け入れるための実

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－５－

-

-



ンポジウムに香取

の意見を聴くこと

務者会議を通じて．理解．協力を訴えてゆく予定です．

３月１日に栃木インターナショナル・ライフラインの一周年記念£ﾉ
田中が出席しました．各地で在日外国人のために活動している方々

ができ．今後の活動の参考としたいと思います．

３

　　　　　ＡＭＤＡ国際医療情報センター　　ボランテ4アプロフィール（５）
　　清水　ルイーズ（産前教育家）

　アメリカ出身で，２６年間日本で暮らしています。３人の子供を育てた経験，又，日本

でお産をした外国人女性を１０年間助けてきた経験から，長い間医療情報を提供するセン

ターの必要性を感じていました。在日外国人看護婦協会のニュースレターでボランティア
を募集していることを知り，お手伝いできることを嬉しく思っています。そして，外国人

として，このセンターについて，ＡＭＤＡのメンバーの方々にお礼を申し上げます。

木曜日にｒ１９９２年（平成4年）２月２０日力「

秋
大
医
学
部
サ
ー
ク
ル

　
約
八
割
の
医
師
は
外
国
人
患
者
の
診
療
経
験
が
あ
る
も
の
の
、
今
後
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
よ
う
と
い

う
医
師
は
四
人
に
一
人
。
そ
し
て
診
療
の
ネ
ッ
ク
と
な
る
の
は
言
葉
１
秋
田
犬
医
学
部
の
学
生
サ
ー
ク
ル

「
国
際
医
療
交
流
会
」
（
千
野
佳
恵
会
長
）
が
、
昨
年
暮
れ
か
ら
県
内
の
医
師
を
対
象
に
行
っ
た
「
外
国

人
患
者
の
受
け
入
れ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
、
こ
ん
な
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
。
県
内
で
も
在
日
外
国
人
の
増
加
に
伴
い
、
医
療
機
関
の
利
用
が
増
え
て
い

る
と
み
ら
れ
、
コ
耳
葉
の
壁
や
医
療
費
負
担
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
外
国
人
向
け
の
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
が
必
要
」
と
開
会
は
指
摘
し
て
い
る
。

　外国人患者の診療経験□ご:こごj7r-フコ

県内医師にアンケート

Ｊ
多
い
通
訳
派
遣
の
要
望

さ日ﾖ禾欠

　
同
会
は
秋
田
犬
医
学
部
空
十

召
人
の
サ
ー
ク
ル
。
東
京
で
在

日
外
国
人
の
医
療
相
談
、
医
療

機
関
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て
い

る
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
継
台
日

本
支
部
と
連
絡
を
取
り
な
が

ら
、
同
轍
の
ヽ
ン
ス
テ
ム
を
県
内

に
も
咋
ろ
う
と
、
医
学
主
の
立

箭
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
県

国
際
交
流
協
会
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
受
け
て
実
施
。
質
問
内
容

は
医
師
の
語
学
力
、
外
国
人
患

者
の
診
療
経
験
、
診
療
の
際
の

問
題
点
、
今
後
の
外
国
人
患
者

の
受
け
入
れ
へ
の
態
度
な
ど
。

五
百
八
入
に
質
問
用
紙
を
郵
送

し
、
百
三
十
三
人
が
回
答
し
た

　
（
回
収
率
二
六
％
）
。

　
語
学
力
で
は
「
片
言
ま
た
は

日
常
会
話
程
度
の
英
語
」
と
す

る
人
が
大
部
分
。
英
語
以
外
で

は
ド
イ
ツ
語
、
留
学
生
の
多
い

中
国
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
た
が
や
は
り
少
数

派
。

　
実
際
の
診
療
経
験
は
、
経
験

な
し
の
医
師
は
二
十
八
入
で
、

亘
二
人
（
七
七
％
）
が
経
験
あ

り
。
こ
の
う
ち
患
者
数
一
一
十

入
が
七
十
八
入
と
回
答
者
の
半

数
以
上
を
占
め
た
。
し
か
し
百

人
以
上
と
い
う
ベ
テ
ラ
ン
″

医
師
も
三
人
い
た
。

　
患
者
の
国
籍
別
に
診
療
経
験

　
（
複
数
回
答
）
を
み
る
と
ア
メ

リ
カ
人
を
診
療
し
た
こ
と
が
あ

る
医
師
が
五
十
九
人
、
中
国
四

十
九
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
四
十
七

人
と
、
こ
れ
ら
三
力
国
が
群
を

抜
い
て
多
か
っ
た
。
ア
ジ
ア
、

欧
米
を
中
心
に
、
ア
フ
リ
カ
を

除
く
世
界
各
地
の
計
四
十
四
力

国
・
地
域
の
名
が
挙
が
っ
た
。

　
外
国
人
患
者
の
診
療
の
際
、

県
内
医
療
根
　
‐
１
思
わ
な
い
」
が
五
十
六
大

関
の
在
日
外
　
（
四
二
％
）
と
、
消
極
的
な
意

国
人
患
者
受
昆
が
上
回
っ
た
。
し
か
し
「
通

　
　
け
入
れ
の
た

　
　
め
に
、
活
動

　
　
を
進
め
て
い

　
　
る
国
際
医
療

　
　
交
流
会

　
　
一
一
か
Ｉ
ｌ
ｌ
一
一
一
ｌ
一

困
っ
た
点
と
し

て
は
、
や
は
り

言
葉
の
壁
を
挙

け
る
医
師
が
多

か
っ
た
。
「
患

者
の
症
状
を
理

解
で
き
な
い
」

　
「
薬
の
説
明
が

通
じ
た
か
不
安
≒
ジ
ェ
ス
チ
ャ

ー
で
何
と
か
意
思
疎
通
し
た
」

な
ど
、
現
場
の
苦
労
が
う
か
が

え
る
。
こ
の
た
め
「
医
療
過
誤

を
招
き
か
ね
な
い
」
と
い
う
指

摘
も
あ
っ
た
。

　
医
療
費
負
担
で
は
、
保
険
に

加
入
し
て
い
な
い
患
者
へ
の
対

応
が
問
題
。
約
四
割
の
患
者
は

民
間
の
医
療
保
険
も
含
め
、
何

ら
か
の
保
険
に
加
入
し
て
い

た
。
し
か
し
半
数
以
上
の
未
加

入
者
の
場
合
、
全
額
自
己
負
担
、

無
料
の
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

　
　
「
今
後
進
ん
で
外
国
人
患
者

を
診
療
し
よ
う
と
思
う
か
」
と

い
う
質
問
に
対
し
て
は
「
思
う
」

が
三
十
三
人
（
二
五
男
）
、

訳
が
い
れ
ば
や
る
」
「
来
る
も

の
は
拒
ま
な
い
」
と
す
る
医
師

も
多
か
っ
た
。

　
在
日
外
国
人
の
患
者
受
け
入

れ
の
た
め
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム

に
関
し
て
は
、
「
外
国
語
の
通
訳

の
派
遣
・
電
話
に
よ
る
通
訳
」

へ
の
要
望
が
最
も
多
く
（
五
十

四
人
、
四
一
％
）
、
「
指
定
病

院
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
る

診
療
体
制
の
確
立
」
「
外
国
人

が
個
λ
で
加
入
で
き
る
医
療
保

険
の
普
及
」
を
求
め
る
声
も
あ

っ
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
責
任
者
で
あ

る
堀
江
徹
さ
ん
（
Ｊ
一
Ｔ
同
大
医

学
部
四
年
＝
は
｛
秋
田
に
も
外

国
人
の
診
療
経
験
豊
か
な
医
師

が
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
は

大
き
い
収
穫
。
｝
般
市
民
の
協

力
も
得
て
医
療
機
関
、
行
政
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
三
者
タ
イ
ア

ッ
プ
が
で
き
れ
ば
理
想
的
。
医

学
生
は
も
っ
と
社
会
へ
の
関
心

を
持
つ
べ
き
だ
」
と
語
る
。

　
千
野
会
長
（
Ｊ
Ｔ
同
三
年
＝

は
「
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基

に
、
春
ご
ろ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
企
画
し
て
い
る
。
医
療
の
専

門
家
だ
け
で
な
く
一
般
市
民
に

も
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

話
し
た
。

６－



ＡＭＤＡ国際医療情報センター

１）２月１日：若手医師の会が東京医科歯科大学内で開催され、在日外国

　入の医療問題についてセンター副所長中西泉先生と事務局香取さんが依

　頼されてお話をしました。

２）カソリック医師のメンバーより協力したいとの連絡があり、小林が先

　方と会ってお話をしました。

３）芳賀氏と小林が話し合い、東京都医療ガイドブック（ハングル版）の

　作成の一部についてセンターが協力しガイドブックの最後頁に「ＡＭＤ

　Ａ国際医療情報センター協力」と入れてもらうと共に、分担分について

　資金をいただくことになりました。

４）２月２９日：センター例会が開催されました。

　　　　１）協力医のリスト再確認しつつあります。

　　　　２）十数か国語での診察補助票は順調に作製されつつあります。

　　　　３）４月以降の新たな資金獲得について、検討を行っています。

　　皆さんの中で、ＡＭＤＡニュースレターヘ毎月名前を掲載するというこ

　とで１２万円を出して下さる方（広告代として）、出して下さりそうな

　方を知っていらっしやる方がいらっしやいましたら、センターまでその

　旨お電話を下さい。もちろん、１２万円以下でも結構です。経費として

　落とせなくてもよろしいのでしたら、「寄付金」という名目でも結構で

　す。詳細はセンターヘご連絡下さい。

５）２月２９日：経団連会館にて経団連１％ボランティア基金個人会員の

　集いが開かれ、センター事務について、小林が説明しました。

６）３月１日：栃木県ＴＩＬＬの設立１周年記念シンポジウムが宇都宮で

　開かれ、センターより香取さんが出席しました。

７）３月２１日（土）：東京主婦会館において第２回外国人患者を受け入

　れるための実務者会議

８）３月２２日（日）：山形市遊学館においてシンポジウム「外国人の医　一

　療問題を考えるシンポジウムｉｎ山形」をセンター主催で行います。詳

細はセンターまで。

　　平嘸ぞ怒慰芦日~平成4年1月14日（実診療日数523日初診患者総数728人延べ患者総数228o人）

〔データに封するコメント〕

|）当初、インドシナ雛涜が多か･ｺたのですが｡

　●近は廟米田県人が署増しています。

2）平盧３年11月まではカンボジア人が糖lftで

　したが｡12月にフィリピン人が銚｜位となりま

　した。カンポジア人は日本には120a人前後しか

　居住しておらず、日本に住んでいる母集団を比

　岐すると、フィリピン人が魏｜位にな、たのは

　当然ともいえます。

3）同種の理由で、２～３ヵ月のうちにタイ人の

　豊はベトナム人の数を超えるでしょう。

4）さらに、そのタイ人を超える勢いで日系アル

　ゼンチン人の倣が増加しています。

5）現在、クリニックで過訳する言●の他に、今

　後はこスペイン謳、タイ謳の対応が特に必蕃とさ

　れそうです。（現在でも、●話通訳や辞書の適用

　で何とか対応しています）

＝ J

　 U =
　 一 一

づiぢiﾗkj

｀Lｼﾞこ吃-　j聡
箭焚 1ﾔ笥 聚j頴叉禰与

J?愕 t讐
① フィリピン 120 343 ⑩ マレーシア ７ 13
Ｓ カンボジア★ 104 464 ⑩ シンガポール ７ １１

③ ベトナム　★ 76 333 ⑩ バングラ･デシュ Ｂ 15
④ タイ 71 157 ｅ

讐瀋 ４ ５

⑤ アルゼンチン○ 55 142 Ｏ インド ３ 10
ｅ スリラン力 48 113 ｅ カナダ ３ ５
⑦ ラオス　　★ 42 哩1 ｅ ガーナ ２ ４
ｅ ペルー　　○ 31 61 ｅ オーストラリア ２ ４

⑤ 中国 30 93 ｅ イギリス ２ ３

ｅ パキスタン 30 51 ｅ ドイツ １ ７

⑩ アメリカ 26 94 ｅ スイス １ ５

⑩ ドミニカ　○ 14 59 ｅ ナイジェリア １ ２

⑩ 韓国 12 25 ｅ 卜－ゴ １ E!

⑩ ブラジル　○ 10 10 ｅ フランス １ １

⑩ 台湾 ９ 10 ｅ イスラエル １ １

⑩ イラン ７ 15 ｅ レバノン １ ｜

　　　　　　　　壷…ｲﾝﾄﾞｼﾅ●●○…南米l藁Å
小林国際クリニック開設２周年のデーター

　　　　　　　　　　　－７－
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11□　　　　　漂’Ｉ遥

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
も
同
様
の
事
件

思
わ
ぬ
紛
争
の
種
仁

長
野
県
小
諸
市
で
タ
イ
人
男
性
二
人
が
相
次
い
で
変
死
し
た
事
件
は
Ｉ

っ

て

も
、
死
因
は
不
明
。
同
著
は
犯
罪
の
可
能
性
は
蒔
い
と
し
、
部
屋
に
あ
っ
た
大
量
の
久
４
製
薬
品
の
調
ぺ
な
ど
か
ら
、
誤
飲
な
ど

の
捜
査
も
行
う
。
し
か
し
平
成
二
年
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
働
い
て
い
た
夕
４
人
労
働
者
か
相
次
い
で
″
ナ
ゾ
の
死
″
を
遂
哩

原
因
を
め
ぐ
り
両
国
が
激
論
を
展
開
、
タ
イ
側
か
労
働
者
に
帰
国
命
令
を
出
す
な
ど
国
際
問
題
に
発
展
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　
変
死
し
た
の
は
タ
イ
人
男

性
、
ソ
ム
チ
ャ
イ
・
ワ
ン
ナ
ヴ

ォ
ン
さ
ん
（
ｊ
）
と
プ
ラ
テ
ィ
ー

ン
・
ジ
ャ
キ
ッ
ト
さ
ん
（
・
£
。

二
人
は
同
市
内
の
外
国
人
専
用

ア
パ
ー
ト
「
見
晴
荘
」
に
昨
年

十
月
ご
ろ
か
ら
居
住
し
土
木
作

業
な
ど
を
し
て
い
た
が
、
現
在

は
無
職
だ
っ
た
。

　
前
夜
、
市
内
の
ス
ナ
ッ
ク
で

ほ
か
の
仲
間
と
ビ
ー
ル
な
ど
を

飲
み
、
ア
パ
ー
ト
に
帰
っ
て
か

ら
苦
し
み
出
し
、
一
日
未
明
、

小
諸
厚
生
総
合
病
院
に
運
ぱ
れ

晴
荘
」
ハ
申
巾
一
の
咄
物
）
。
部
屋
に
は
何
植
類
も
の
薬
が

あ
っ
Ｊ
ｊ
　
　
　
　
　
　
　
＝
ｊ
Ｚ
Ｚ
‐
Ｓ
ｇ
Ｅ
ｉ
ｚ

-

た
時
は
手
遅
れ
だ
っ
た
と
い

う
。

　
小
諸
寄
は
他
殺
の
可
能
性
も

あ
る
と
し
て
司
法
解
剖
。
そ
の

結
果
、
殺
人
の
線
は
消
え
た
も

の
の
、
直
接
の
死
因
は
特
定
で

き
ず
「
さ
ら
に
精
査
し
て
原
因

を
鍔
ぺ
る
」
こ
と
に
な
っ
た
。

　
一
々
「
見
崎
荘
」
の
部
屋

に
は
タ
イ
か
ら
持
っ
て
き
た
と

み
ら
れ
る
錠
剤
や
粉
末
の
薬
が

九
種
類
発
見
さ
れ
た
。
風

の
は
在
日
外
国
人
ら
に
医
療
情

報
な
ど
を
提
供
し
て
い
る
「
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報
セ
ン
タ

ー
」
の
小
林
米
幸
所
長
（
小
林

国
際
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）
の
見

降
ａ
．
バ
ｙ
Ｎ
’
￥
に
い
．
’
．
‘
．

　
　
「
今
回
の
原
因
は
は
っ
き
り

わ
か
ら
な
い
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

な
ど
ア
ジ
ア
の
国
々
で
は
医
師

の
処
方
せ
ん
な
し
で
、
心
臓
な

ど
の
強
い
薬
を
買
え
る
所
が
多

い
．
本
国
か
ら
、
・
そ
う
い
う
強

い
繭
を
持
ち
込
み
、
．
必
要
の
な

い
時
に
飲
ん
だ
り
、
量
を
二
倍

も
飲
む
な
ど
し
て
、
病
院
に
来

る
ケ
ー
ス
は
か
な
り
あ
る
．
外

国
人
を
受
け
入
れ
る
詞
院
も
少

　
Ｓ
‐
＝
４
．
。
。
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～
'
＝
Ｉ
Ｓ
９
＆
ｉ
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ｓ
“
“
＝
'
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Ｉ

Ｓ
'
　
、
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・

鼎
即
順
順

人
に
つ
い
て
は
不
法
滞
在
と
み

れ
に
怒
っ
た
。

－･ヽ--ヽ

８

い
な
い
。
こ
こ
数
力
月
、
タ
イ

人
の
突
然
死
と
い
ー
た
連
絡
も

入
っ
て
い
な
い
」
と
し
「
タ
イ

で
は
、
薬
を
手
に
入
れ
る
時
は

医
師
の
処
力
せ
ん
が
必
要
」
と
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i
･
&
l
c
l
"
‐
｡
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ふ
こ
こ
で
思
い
出
さ
れ
る
の

は
、
平
成
二
年
轡
の
タ
イ
ー
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
間
の
論
争
。
シ
ン

ガ
ポ
ー
・
－
ル
で
働
い
て
い
た
タ
イ

人
の
ヱ
ノ
ソ
の
死
・
か
相
次
い

だ
。
’
ぃ
、
・
―
’

‘
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
か
調
ぺ

た
と
こ
ろ
、
七
年
間
で
二
百
人

に
及
ん
だ
。
同
政
府
か
原
因
調

査
に
入
り
、
タ
イ
人
が
塩
化
ビ

ニ
ー
ル
パ
イ
プ
を
食
事
の
容
器

に
利
用
す
る
面
が
あ
る
の
が
原

因
Ｉ
と
い
っ
た
趣
旨
か
伝
え
ら

送
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
労
働

環
境
が
劣
悪

゛
た
め
だ
と
発

済
、
つ
葡
ａ
府
間
々
激
論
に
な

９
ダ
ィ
側
は
労
働
者
に
帰
国

命
令
を
出
す
ほ
ど
に
関
係
は
こ

じ
れ
ヽ
一
結
局
、
原
因
は
不
明
に

な
っ
た
。

「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
、
タ
イ
人

労
働
者
が
死
ん
だ
の
は
ビ
タ
ミ

ン
の
不
足
の
せ
い
。
寝
て
い
て

そ
の
ま
ま
死
ん
だ
人
が
多
い
と

聞
い
て
い
る
。
同
じ
ア
ジ
ア
人

で
、
タ
イ
人
だ
け
が
特
殊
体
質

だ
と
い
う
説
は
ぱ
か
ば
か
し
い

こ
と
だ
。
外
国
で
は
そ
の
国
の

法
律
に
従
う
こ
と
が
大
切
だ

が
、
タ
メ
人
労
働
者
か
不
法
に

働
い
て
い
る
日
本
な
ど
で
不
慮

の
死
を
迎
え
る
こ
と
は
悲
し
い

な

つ

話
し
て
い

ｙ&｀

１

地
元
の
小
諸
保
健
所
で
は

　
　
Ｉ
Ｉ
　
　
Ｉ
Ｓ
ｋ
″

い
が
、
説
明
書
が
タ
イ
語
で
詳

し
い
効
能
は
不
明
。
ご
の
た
め

同
著
は
「
こ
れ
だ
け
の
薬
を
持

っ
て
い
る
の
は
不
自
然
」
と
見

る
と
と
も
に
、
柴
の
誤
飲
で
は

な
い
か
と
の
見
力
も
し
て
い

る
。

　
現
段
階
で
は
″
ナ
ソ
の
死
″

だ
が
、
同
苓
の
兇
力
を
支
え
る

　
外
国
人
登
録
者
数
の
増
加
率
が

全
国
一
の
栃
木
県
で
、
外
国
人
の

医
療
・
健
康
相
談
や
医
療
用
語
の

対
訳
表
作
り
な
ど
の
活
動
を
続
け

て
い
る
市
民
団
体
「
栃
木
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

　
（
略
称
Ｔ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
）
」
が
、
同
県

内
の
医
家
機
関
の
外
国
人
の
受
診

状
況
調
査
を
ま
と
め
た
。
。
言
葉
の

壁
や
、
医
療
費
不
払
い
の
可
能
性

が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
外
国
人

を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
と
笞
え

た
医
療
機
関
は
わ
ず
か
六
％
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。

　
Ｔ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
は
医
師
や
通
訳
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
が
昨
年
二
月
に
結

成
。
調
査
は
同
県
内
の
医
療
機
関

　
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い

外
国
人
愚
者
の
医
療
費
は
、
約
半

数
が
保
険
点
数
と
同
じ
十
割
と
定

め
て
い
る
。
だ
が
、
自
由
診
療
に

で
、
個
人
病
院
が
多
か
っ
た
。

　
言
葉
が
通
じ
な
い
外
国
人
は
で

き
れ
ば
受
け
入
れ
た
く
な
い
と
答

え
た
機
関
は
四
一
％
。
二
六
％

外
国
人
に
不
自
由
な
医
療
体
制

　
　
　
　
ｊ
　
‘

刺
柳
が
栃
木
の
場
合
積
極
受
け
入
れ
は
６
％

千
ヵ
所
を
対
象
に
、
昨
年
五
－
七

月
に
治
療
し
た
外
国
人
患
者
の
全

例
に
つ
い
て
尋
ね
、
五
百
凹
十
四

医
療
機
関
か
ら
回
答
を
得
た
。

な
る
た
め
、
二
十
割
以
上
の
負
担

を
求
め
る
所
も
、
総
合
病
院
な
ど

を
中
心
に
二
五
％
。
外
国
人
の
負

担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
の
は
七
％

市民団体

鯛　べ

は
、
英
萌
が
話
せ
る
外
国
人
で
も

ま
っ
た
く
対
応
で
き
な
い
、
と
し

て
い
る
。
英
語
以
外
で
の
診
療
が

で
き
る
機
関
も
一
九
％
あ
っ
た

が
、
ド
イ
ツ
哨
、
中
国
語
、
フ
ラ

ン
ス
語
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
三
百
九
十
三
機
関
で
外

国
人
を
診
療
し
て
お
り
、
そ
の
受

診
者
は
約
二
千
百
人
。
ア
ジ
ア
が

五
四
％
、
南
米
が
三
七
％
を
占

め
、
過
半
数
が
二
十
代
だ
っ
た
。

六
四
％
は
保
険
に
未
加
入
で
、
受

診
回
数
は
平
均
二
・
四
回
、
一
人

当
た
り
の
平
均
医
療
費
は
二
万
二

千
六
十
円
。
う
ち
七
％
が
未
払
い

で
、
秋
雨
三
百
二
十
七
万
五
千
八

百
三
十
円
に
上
っ
て
い
る
。



ＡＭＤＡ　カンｚｎ゛　□゛゛ェ　　こ　　　　’舌

　この度、私桑山は２月１８日より２３日までの

間、カンボジア国内プノンペン、コンポンスプー、

シェムリアプを訪問しました。私の目的は、

　①難民本国帰還に際して生じるであろう、精神

　　科的不適応状態の調査とメンタル・ケアのた

　　めの足場作り

　②クメール伝統医療の分野に於けるrカンボジ

　　アン漢方薬」の体系化、マニュアル化

　　→定住難民に活かすため

　③プノンペン市内第４孤児院（社会福祉センタ

　　ーと呼ぶ）の診療と、情操教育プログラム及

　　ぴリハビリテーションプログラム作り

であり、カンボジア入国も３回を数えました。

　現在カンボジアは国境難民３７万人の本国帰還

山形大学精神神経科　桑山紀彦

を目前にして揺れ動いており、また急速な商業活動の影響を受けて、急激な資本主義化の波にさらさ

れています。農村部は「食えなく」なっていき、都市部は人口の集中を受けて治安の悪化、貧富の差

の拡大、都市機能の不備による衛生状態の悪化などが深刻化しています。この国の医療は全く停滞し

たままで、ポルポト時代に知識階級として殺されたり、国外に脱出した人の中に医療従事者が多かっ

たことが今も響いています。従って生存し、現在カンボジアに住む医師や看護婦は極端に少なく、そ

ういった人を育成する機関は今も十分その機能を果しておりません。和平が米たとはいえ、それは全

く表面的なもので、９３年の総選挙についても、一向に止まないポルポト派の小規模な戦闘とテロ行

為によって水を差され、相変わらずカンボジアの未来は先行き不透明なものになっています。

　そんな中でも今回、ＡＭＤＡのカンボジアプロジェクトがその方向性を具体化するべく動きだし始

めていると聞いて大変嬉しく思うと共に、一応カンボジアで医療活動をさせて頂いている自分なりの

考えを聞いていただければと思っております。

　①カンボジア国内プロジェクトの可能性について

　　「積極的条件」

・各地で病院の建物はあるが、実際ほとんど機能していないものも多いようです。そのほとんどは医

　者、看護婦不足によるものです（噂ではプノンペン市内にカンボジア人医師は２０人ほどしかいな

　いとの事です）。

・従ってその中の病院を全面的にサポートし、そこで診療と共に、看護婦さんの育成なども行えると

　思われます。

・オーストラリア赤十字などはこの方法でバッタンボンの病院を運営しています。

　　「消極的条件」

・医療器材、薬品などを揃えるための費用はほぽ全面的にＡＭＤＡの負担になるでしょう。しかし、

　診療行為に入った場合、継続的にＵＮＩＣＥＦからの薬物無料供与が得られると思われます。

・プノンペン市内を一歩出ればほとんど道路も舗装されていない様な「農村」が広がっています。そ

　のため、病院まで来れないような人も多く、また、自分の症状が病気であるということを認識でき

　る人も実はまだまだ多くありません。そのためその点を考えて診療を進めないと、開院したはいい

　が開店休業などということになりかねません。そこで、カンボジアで病院を開くのならば「プライ

　マリー・ヘルス・ケア」と「保健婦」さんがキーワードになります。カンボジア人で、そこに住ん

９
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でおり、人々の人望も厚い人物がこのような鋤きをして初めて地域の病院は機能すると思われます。

従って、医師、看護婦と共に、現地のキーパーソン（いわゆる保健婦さん）をも同時にリクルート

する必要があると思われます。

　②日本への留学プロジェクト

　　「積極的条件」

・カンボジアの医療教育の低さを考えれば、これは大変重要なプロジェクトだと思います。日本で学

　んだ人物が再びカンボジアに戻り、そこでまた同じ道を志すカンボジア人を育てて行けるのならば

　大変広がりのあるものだと思います。

・実際に医療を学ぶために日本に行きたいという希望を出す人はいると思われます。

　　「消極的条件」

・現在のカンボジアの状況下ではたった一人の看護婦さんが医者のような役割をしたり保健婦のよう

　な役割をしたりと、大変多くの技能を要求されています。それは結局のところ「人がいない」とい

　うことに尽きると思われますが、医療関係者の存在はその地域の存亡が掛かっているといっても決

　して過言ではないので、例えばある看護婦さんをリクルートして日本に連れてきたとすると、それ

　はその地域にとって大変な損失で、例え半年とえいどもその人物がいなくなるだけであらゆる医療

　がストップしてしまう可能性があります。それくらい医療従事者は不足しています。「ＡＭＤＡは

　余計なことをしている」と言われかねない状況が現地にはあるように思われてなりません。

　正規の留学手続きでなく、私費留学としてＡＭＤＡが受け入れるとした場合、まずカンボジア政府

　が認可するかが大きな鍵であると思われます。実際多くの市民がパスポートを持っておりません例

　え発行を請求しても現政権はなかなか発給しないのが現状です。９３年の総選挙まではごたごたし

　ているでしょうし、総選挙が行われてもますますごたごたする（ポルポト派の妨害などにより）可

　能性が高いと現地では言われているので、増々パスポートを一看護婦さんや一市民に発給するとは

　思えません。「留学」についてはかなりの調査が必要と思います。

　③ではどの様なプロジェクトが可能と考えられるか

　生意気にも、私ごときが明言することは出来かねます。しかし以下の事については可能性があると

思われます。

a)プノンペン郊外の田舎の病院を借り受けて、日本人医師一人、看護婦一人体制で始める。大切なの

　は現地の人材育成なので、その地域のキーパーソンを見つけ、保健婦活動を行ってもらい、プライ

　マリー・ヘルス・ケアも同時に目指す。

b)土地を買い、建物を立ててＡＭＤＡ直属の診療所を運営する。それは教育機関も兼ねる。

c)バッタンボンなどのタイ国境に近い地方都市にて、もはや他の団体がサポートしている病院に医師

や看護婦を派遣する。一日１００人を越える地

雷による受傷者の治療や、帰還難民を預かるレ

セプションセンター（バッタンポンには２つ）

での治療や保健医療活動（ただこのレセプショ

ンセンターに難民はほんの１－２週間しか滞在

しないので、やはり重要なのは地域の停滞した

病院のサポートではないかとも思われます）

　まずは気の付いたこと、見てきたことを小走り

に述べただけなのでまとまり無かったかも知れま

せんが、動き始めたカンボジアに「医療」という

面で関わるのは、東の間の和平の期間を突いた今

の時期がベターだと思われます。
コンポンスプーの避難民村にて
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ら定期的に便り

い。

る高橋先生か

ご期待くださ

い

も

ドン大学熱帯医学研究所に留学されて

られることになりました。今後の便り

　ロン

が寄せ

-

生
大
　
て
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生
ン
問
間
の

先
は
　
し
ー
　
発
ラ
の
ヽ
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Ｍ
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ぼ
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こ
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あ
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に
病
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っ
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入
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た
の
だ
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ガ
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ヽ
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ヽ
ヽ
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は
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ポ
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く
旬
ん
ら
ネ
な
が
の
の
貯
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達
の
が
て
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２
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暗
て
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な
初
込
か
近
身
だ
族
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に
余
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。
い
む
っ
赤
に
将
の
は
え
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な
月
び
月
最
ろ
い
家
日
ず
な
医
な
染
ね
の
年
は
い
に
凍
で

①
死
２
飛
６
Ｆ
ご
も
の
は
れ
的
の
け
馴
う
て
ヽ
れ
救
人
に
ん
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’
は
に
の
ヽ
近
生
そ
に
取
済
れ
い
く
こ
め
後
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で
本
上
席

便
　
せ
Ｈ
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ｒ
先
と
景
が
経
づ
ば
早
行
初
間
ヽ
ま
日
の
が

ン
　
ら
ｈ
9
0
前
ヽ
る
師
背
ｊ
ら
族
ね
も
に
！
週
が
人
は
々
れ

ド
　
知
ｈ
ヽ
を
か
れ
医
の
金
か
家
ら
で
り
・
―
だ
の
冬
木
そ

ン
　
い
・
ａ
で
国
と
ら
人
こ
励
だ
の
回
に
狩
’
の
れ
て
の
の
は

口
　
し
・
ぱ
授
帰
噂
お
本
・
奨
・
く
け
こ
毎
゜
報
さ
全
ン
ス
に

の
　
悲
計
教
の
の
て
日
る
究
る
多
駆
ど
で
か
悲
議
も
ド
ー
目

央
　
の
朝
助
春
と
っ
は
い
研
あ
の
に
は
皆
す
の
討
て
ン
ヒ
の

橋
　
そ
今
の
の
た
語
実
て
ぐ
が
代
請
供
ら
で
こ
が
と
口
・
分

高
　
　
が
学
こ
い
と
　
し
ト
題
年
中
子
た
い
　
生
Ｆ
　
ド
自

高橋央のロンドン便り②

る。もしていいごと
ある。

　
　
　
】
一

・
な
方

ス
え
リ

リ
見
踊

イ
は
Γ

。指導はア

てそう

ズ紙に

てい

イム

　
習
で
園
し
タ

　
か
ス
稚
と
ヽ

　
つ
ン
幼
く
き

ヤ
く
ダ
る
や
と

チ
い
ル
あ
し
た

ヤ
ヽ
ヤ
に
く
し

チ
が
シ
ｄ
か
演

ヤ
だ
一
助
に
公

チ
め
ソ
ｓ
実
ン

ス・

のた
　　　　　　バック・リプレイ
来たのはもちろん熱帯病の勉強

い
憶
常
・
生
・
う
両
で
教

て
を
は
る
先
う

来
プ
で
あ
ス
こ

て
ッ
ス
で
り
お

ル
が
そ
と
・
あ

ワ
だ
　
゜
ｊ
い
ま

　
｀
な
い
　
゜
し
‘

ヤ
あ
し
よ
欲
’

チ
は
欲
の
で
゜

○く

ダヤ人独特の物を見通すよ
ところがこのお婆ちやん、

がないと一人で行けないの
ッスン出来るのは、ダンス
くさん習っている気がする
心に40－50分かけて教えて

る
ア
ー

い
　
゛
イ

て
て
テ

っ
し
パ

使
流
ス

に
に
ン

謡
味
ダ

童
気
の

は
リ
リ

間
絞
き

昼
し
人

　
｀
少
二

で
ム
と

ヤ
私
て
い
い
と
ユ
　
・
け
レ
た
熱
室
一
Ｊ

つが、毎週木曜日の晩に通っている
ンドン中心部の高級住宅街St.John’
。彼女は80過ぎのお婆ちゃんだが、
ゼンチン・タンゴの舞踊団がロンド

」と酷評した有名人でもある。・フォックストロットから始まって
ス先生がいつも言われることは、「
て、ハイ・クオリティーなダンスを
ードして、その優雅さを一緒に楽し

　ロンドンに
そのうちの１
練習場所はロ
マークス先生
い。昨年アル

っ
・
る
助
も
ら
は
教
ユ
ヤ

ド
3
0
だ
コ
と
・

イ
人
供
レ
生
る

ラ
ー
子
う
先
い

通
・
ろ
ス
て

普
る
あ
り
し

　
れ
で
イ
を
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夜
中
の
一
時
過
ぎ
。
ま
く
ら
元
の

電
話
が
鳴
っ
た
。
「
子
供
の
た
め

に
、
土
下
座
し
て
も
家
族
の
も
と
に

帰
り
た
い
ん
で
す
、
セ
ン
セ
イ
」

　
子
育
て
を
巡
っ
て
の
姑
（
し
ゆ
ろ

と
め
）
と
の
い
さ
か
い
で
、
家
出
し

た
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
花
嫁
か
ら
だ
っ

た
。
昨
年
春
、
山
形
大
病
院
内
に

「
異
文
化
外
来
」
を
設
置
、
花
嫁
ら
を

精
神
面
で
ケ
ア
し
て
き
た
。
学
生
時

代
、
バ
ッ
グ
ー
つ
で
ア
ジ
ア
を
放
浪

し
た
経
験
を
生
か
し
て
い
る
。
年
末

か
ら
週
一
回
、
日
本
語
教
室
を
受
け

持
っ
て
か
ら
は
、
悩
み
を
訴
え
る
電

話
相
談
で
熟
睡
出
来
た
夜
が
な
い
。

　
嫁
不
足
の
東
北
の
農
村
が
、
ア
ジ

ア
の
女
性
を
迎
え
始
め
て
八
年
。
村

挙
げ
て
の
行
政
主
導
と
、
民
間
の
ブ

ロ
ー
カ
ー
に
よ
る
仲
介
で
、
そ
の
数

は
山
形
県
内
だ
け
で
も
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
韓
国
、
中
国
な
ど
か
ら
約
二
百

五
十
人
に
も
な
っ
た
。

　
が
、
こ
こ
に
来
て
花
嫁
を
金
で
買

う
感
覚
に
対
す
る
批
判
に
加
え
、
寫

語
、
生
活
習
慣
、
宗
教
な
ど
の
滴
い

か
ら
問
題
が
一
気
に
嘆
き
出
し
て
い

る
。
特
に
十
二
月
か
ら
二
月
ま
で
の

厳
冬
期
を
、
関
係
者
の
間
で
は
「
魔

農村のアジア人花嫁の一みを正面
から受け止めている精

lill科医

くわ　やま　のむ
桑山一紀

の
三
ヵ
月
」
と
呼
ぶ
。

　
「
問
題
は
相
手
の
文
化
や
性
格
、

生
き
方
に
関
心
を
持
だ
な
い
夫
た
ち

に
あ
る
。
拒
否
す
る
だ
け
で
、
受
け

入
れ
な
い
ん
で
す
」

　
竺
月
。
‐
日
２
釆
京
。
・
日
本
青
年
館

で
行
わ
れ
る
「
結
挙
ご
農
村
の
再
発

見
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
花
嫁
の
悩

み
、
識
字
、
医
療
に
つ
い
て
話
す
。

　
ア
ジ
ア
人
花
嫁
問
題
だ
け
で
な

く
、
行
動
の
幅
は
広
い
。
数
年
来
、

タ
イ
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
ヘ
通
っ
た

り
ｙ
湾
岸
戦
争
直
後
の
イ
ラ
ク
に
も

飛
ん
だ
。
二
月
に
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
を

訪
問
、
雛
罠
の
帰
還
問
題
で
「
慎
重

さ
を
」
と
国
連
当
局
に
提
茸
し
た
。

非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
代
表

や
、
地
一
匹
フ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー
ー
ス
・
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
も
こ
な
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
本
逸
也
）
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桑山紀彦先生の行動はＡＭＤＡの会員

の先生がたの胸を踊らせるものがあ

ると思います。国際医療協力は地域

にいても海外にいても可能であると

いうことです。

患生色士

……s゛'゛゛‘゛ss゛l°四諦一轍瀕゛髄ile91融i

・，ml
懇願蔚藪

チャムロン元バンコック市長の要請
によって始められたプロジェクトで
す。バンコックの都市問題のスラム
は東北タイの農民の窮状を救わなけ

れば解決がないという視点です。
この６月にはチャムロン氏をリーダ
ーに７名が１ヵ月間程岡山に滞在し
ます。その調整のためパタマバディ
さんが岡山に来られ、高松農協の有

機農業を視察されました。
案内は三谷、菅波、津曲がしました



　平成４年度春期執行部会が平成４年２月２２日（土）から２３日（日）に
かけて岡山市のつしま苑にて開催されました。決定事項を報告いたします。

１）アジア多国籍医師団準備委員会の正式発足について。
平成３年１１月のAMDA lnternationalのバンコック会議の決定を受けたもので
す。平成５年５月に向けてこの１年間準備を進めていくことになりました。

なお、Emergency Stageの準備だけでなくPre and Post Emergency Stageに備え
て国内外の協力医療機関の整備強化と人材の養成を行なっていく必要性とそ
の事業が確認されました。
２）アジア伝統医学専門委員会発足について。
リーダーは福岡のさく病院の朔元洋先生です。伝統医学を現代医学の視点か
ら再評価して、私達の活動に医療資源としての活用を考えていくことを目的
にしています。興味のある会員の方は朔元洋先生に御連絡ください。
３）在日外国人医療プロジェクトの充実と地方活動のバックアップにつ
いて。
ＡＭＤＡ国際医療情報センターに国別と専門別の「顧問制」を導入することに
なりました。地方活動のバックアップとしてNews Letterに「地方の動き」と
しての「短報」を掲載して相互連絡をはかることになりました。
4）Educational　and　Research　Projeet促進について。
News Letterに専用ページを設けて現在進行しているEducationand Research
Projectを紹介して参加を募ることになりました。国井修先生が担当いたしま
す。
５）東京例会開始について。

平成４年３月より１回／月の頻度で開始いたします。田中政宏先生が担当い
たします。目的はＡＭＤＡのプロジェクトの進行状況説明、News Letter内容の
説明に加えてＡＭＤＡ外部の方との交流です。
６）地区代表制設立について。
目的はＡＭＤＡの理念に基づいた国内地域における国際協力の展開、ＡＭＤＡの
地域医療情報センターの役割、地区例会の開催等です。

名称は例えばAMDA-Japan-Fukuoka代表となります。当初は少なくとも都道府
県に１代表の設立を考えています。御希望の会員の方は事務局までお申し出
ください。必要な名刺は本部で用意いたします。
７）ＡＭＳＡとの相互理解促進について。
AMDA News LetterとAsianBrothersとの相互乗り入れ方式を行なうことを再確
認いたしました。
８）活動資金公的助成申請について。
従来通り国際ボランティア貯金、各種財団などに積極的に申請していくこと
になりました。
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　　　　　ＲＥｓＥＡＲｃｎ　＆　ＥＤＵＣＡＴＩＯＮ

　ＡＭＤＡでは、国際医療に関する広い意味での研究・教育の重要性を感じ、
プロジｚクトを始めてきました。今後、ＮＥＷＳ　ＬＥＴＴＥＲの中にそれら
紹介し、また、会員の皆さまにも参加して頂きたく思います。

　是非、次のような原稿を毎月５日までに下記住所までお送り下さい。

【研究:】

　①国際医療に関するあらゆる調査・研究・活動の報告
　　　(論文でなくとも報告で可)

　②今後、ＡＭＤＡで実施できそうな国際医療に関する研究テーマと方法
　③国際医療研究に関する外国文献の翻訳・紹介
　④その他

　【教育】

　大学、国境を越えて、ＡＭＳＡ・ＡＮＳＡをはじめとする医学生・看護学生

その他、若手の医療従事者の教育のため、皆さんの施設・技術・知識を提供し
て下さい。目的は、将来の国際医療協力の人材開発と国内フィールドの開発で

す。教育は大学だけで行うらのでなく、日本どこでもでき｡るはずです。
　つぎの項目を下記までお送り下さい。

　Φ分野と内容：直接、国際医療に関達しなくとも、将来役立つと思われる分

　　　　　　　　野で、大学・看護学校などでは十分に実習できないもの。
　②受け入れ可能時期・日数・人数

　③宿泊・食事・費用など

　④連絡先

例）①僻地医療と予防医学；人口２８００人の村での診療、在宅ケアー、偉康
　　　　　　　　　　　　　教室などの見学と実習
　　②冬季を除いていつ･でも可能、１週間以内、１０人まで

　　③民宿（１泊５０００円〉、食事は時に、無料提供できます。

　　⑩〒321-27　栃木県塩谷郡栗山村日蔭５７６　栗山村国保診療所

　　　　　　　　国井　修　　TBい0288-97-1014

　お間合わせ・連絡は、上記、国井まで。

下記の方にご寄付をいただきました。

　心からお礼を申し上げます。

岩淵千利／満江様 永井様 長島隆久様
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　　　　　　　　　　　　(順不同敬称略)

以下の方々にご協力いただいています。有難うございます。

麹菌

　　　丹羽章(栃木県)、故尾沢波一郎氏ご家族(神奈川県)、大串孝
子(神奈川県)

搬舞東舞

　　井上病院(千葉市〉、青梅慶太病院(東京一青梅市)、富士見病院(東
京一板橋区)、町谷原病院(東京一町田市)、六本木赤枝診療所(東京一港
区)、小林国際クリニック(神奈川一大和市)、永生病院(八王子市)、福
川内科クリニック(大阪)、菅波内科医院(岡山市)、ジャパングリー
ンクリニック(シンガポール／英国)、沖縄セントラル病院(沖縄一那覇

あ
　
皿

以上年間１２万円

　　エーザイ、カネボウ（株）、三共（株）、昭和メディカルサイエン

ス（株）、ジョンソン＆ジョンソンメディカルｏ．、大鵬薬品（株）、

東邦薬品（株）、ファイザー製薬（株）、福神（株）、保健科学研究所

　（株）、協和発酵工業（株）、明治製菓（株）、田辺製薬（株）富士コ

カコーラボトラーズ（株）、日本アップジョン（株）、（株）ミドリ十

字、万有製薬（株）、サンド薬品（株）、大森薬品（株）、クラヤ薬品

ファルマーマーッケティングサーベイ研究所、アイシーアイファーマ

（株）

　　　　　　　　　　　　　　　以上年間１２万円

　　TVC、（株）スズケン　　以上年間５万円

　　大塚製薬　　　　　　　　以上年間３万円

なお、当センターの平成3年度の事業に関してトヨタ財団、庭野平和財
団、日本青年会議所関東部会からの助成を受けています。
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